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の入場行進
並些

　8月2日開会、6日閉会の「友情と躍進」をテーマに
したボーイスカウトの最大の祭典第8回日本ジャンボリ
ーが内外よ1）3万入参加のもと南蔵王山ろくにおいて5
日間華やかに繰り広げられました。

開会式ではジャンボリー音楽班の行進曲に合わせて各
スカウト代表が旗を掲げて堂々の入場行進、ファンファ
ーレ吹奏後寺尾一郎副大会長ボーイスカウト日本連盟理
事長が開会宣言、連盟歌合唱に続き県連白石第一団ボー
イスカウト隊の和泉進一郎君一白石中1年一がスカウト
宣言、山本宮城県知事らが歓迎あいさつ。全員で第8回
日本ジャンボリーの歌を合唱、隊員による隊旗2，500本の行

進が繰1）広げられ最高潮、最後はあすへのシュプレヒコ

ールで前進を誓い合った。2P～7Pまで特集記事掲載。
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正しい計量

豊かな暮し

計量器定期検査
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計量器定期検査実施日程

検査場所

越河公民館

斎川公民館

小原公民館

下戸沢公会堂

大平公民館

大鷹沢公民館

白川公民館

福岡公民館

　　〃

市　役　所

〃

〃

〃

　　対　象　地　区

　　越　　　　河

　　斎　　　　川

　　小　　　　原

　　下　　戸　　沢

　　大　　　　平

　　大　　鷹　　沢

　　自　　　　川

　　福　　　　岡

白石（南町・田町・本町

中町・長町）

自石（亘理町・短ヶ町・

新町・西益岡・中益岡）

自石（東益岡・清水小路

寿町・柳町・本郷1）

白石（本郷2．3，4・鷹巣

上郡山・郡山・小下倉）

　検査時闇

11：00～12：00

13：30－14：30

11：00～12：00

13：30～14：30

11：00～12：00

13：30～14130

10：30～12：00

1年30～15：00

10：30－12：00

13：30～15：00

月　日（恩

9月13日（月1

9月14日㈹

9月16日休）

　　〃

9月17日⑨

9月20日（月）

　　〃

10：30～15：009．月21日（火〕

10：30～15：009月22日（水1

10：30～15：009月処日㈹

まかりの定期検査手数料にづいて
金額力』

能類種金額

100揖示はかり
　　（直線目盛〉

　　200

　　350

　　600

　　800

1，700

3，200

5．000

7，0qo

秤量100kg以下

〃　200藍g〃

〃　500kg〃

〃　　1t　〃

〃　　2t　〃

〃　　5t　〃

〃　10t　〃

〃　20t

指示はかり

　（直線目盛以外〉

30t以下　9，000円

40t　　10，400〃

50t　44，100タ
50tを；えるもの

　　　　　24，200〃

600

600

光電式はかり

電気抵抗線式はかり

300円

400

　　　能　　力

　　　　　　　　　1
感量がひよう量の
　　　　　　　　10，000

を超えるもの

類種

　　　　　　　　1感量がひよう量の
　　　　　　　10，000
のもの

100

150

200

250

350

250
手動指示

　f井　用　は　カ・　り

んび天

かは捧

等比皿手動はかり

不等比皿手動はかり

　　　250

　　　400

　　　650

1，050

1，750

3，200

5，100

7，800

9，000

10，400

14．100

但
し
お
も
り
を
含
ま
ず

秤量100kg以下

〃　200kg

ウ　500kg〃

　ク　　1t　〃

〃　　2t　ウ

ウ　　5t　〃

　　　ユO　t　〃

〃　20t　〃

〃　30t　〃

〃　40t　〃

〃　50t〃

台手動はかり

Otをこえるもの

　　　　24，200円
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こ
と
。
　
　
決
。
小
魚
・
海
草
を
プ
ラ
ス
す
れ

　
だ
い
こ
ん
・
白
菜
・
ね
ぎ
・
き
ゅ
　
　
ば
、
さ
ら
に
よ
い
。

　
う
り
・
も
や
し
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ト
　
　
牛
乳
・
ス
キ
ン
ミ
ル
ク
・
ヨ
ー
グ

　
マ
ト
・
み
か
ん
な
ど
の
果
物
　
　
　
　
ル
ト
・
チ
ー
ズ
・
骨
ご
と
食
べ
る

第
三
群
の
ね
ら
い
　
　
　
　
　
　
　
　
小
魚
・
わ
か
め
・
ひ
じ
き
・
の
り

　
か
ら
だ
を
つ
く
る
た
ん
白
質
。
毎
　
第
六
群
の
ね
ら
い

　
食
必
ず
食
べ
る
こ
と
。
　
　
　
　
　
も
っ
と
ふ
や
し
た
い
植
物
性
脂
肪
。

　
鮮
魚
・
貝
・
魚
貝
加
工
品
・
獣
鳥
　
　
て
ん
ぷ
ら
油
・
サ
ラ
ダ
油
・
マ
ー

　
肉
類
・
く
じ
ら
肉
・
卵
・
大
豆
・
　
　
ガ
リ
ン
・
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

　
豆
腐
・
油
揚
げ

第
四
群
の
ね
ら
い

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
合
理
化
。
ビ
タ

　
ミ
ン
a
の
考
慮
、
過
食
に
注
意
。

　
米
・
麦
・
め
ん
類
・
パ
ン
類
・
ビ

　
ス
ケ
ッ
ト
・
じ
ゃ
が
い
も
・
さ
つ

消費生活モニター調査結果 調査日：昭和57年8月1日　白石市

品 名

1．砂 糖

2．　「し　　ょ　　う　才由

3．天ぷら油

4．小　麦　粉

5．食　パ　ン

6．マーガリ，ン

7、牛 L孚
8．バ　タ
9．テーイシュペーパー

10．ラ　ツ　プ

11。灯 油

12．プロパンガス

13．カレーライス

14．理　髪　料

15．パーマネント料

銘柄　規格

上白糖　　1kg
本醸造上勝諺代塁謹ヂ

1，650g（1．84）びん入り

薄力粉　　1kg
並　食　1　斤
カルトン入りソフト225g

紙容器入り　1，000c鳳

カルトン入り　225g

400枚（200組〉紙箱入り

幅30cm・長さ　20m

1．82　（配達料込み）

10㎡

並 皿

小学生調髪（洗髪を含む）

コールド
（ショートカソト、及びセットを含む）

豪高値

300円

525

600

220

160

215

260

378

150

248

1，850

5，200

450

1，300

5，400

巖低値
208円

418

530

175

108

148

208

275

135

150

1，600

4，800

350

1，200

4，500

塁均値
269円

429

560

203

138

190

230

345

141

193

1，690

5，027

400

1，264

5，057

前月平均価格

284円

429

560

203

142

190

230

345

141

188

1，624

5，048

400

1，278

4，985

対朝価格比

　　％△5，6

0

0

0

△2．2

0

0
0
0

2．6

3．9

△0．4

0

△1。1

1．4

備 考

上昇品目：ラップ、灯

油、パーマネント料

下降品目：砂糖、食パ

　ン、プロパンガス、

理髪料

横ばい品目1しょう油

天ぷら油、小麦粉、

マーガリン、牛乳、

ノマター、　ティシュペ

ーノf一、カレーライ

　ス

ノノ

黛　　麟
魑諮魯爵が、

響

　　　NHKのど自慢
　　　　　　　　　　　○一市民会館

　8月15日市民会館大ホールにおいて、N　H　Kのど自

慢の公開録画（放映8月22日）が行われました。前日の

予選では歌謡の部300人、民謡の部30人があつまり、中

央公民館で得意の歌を1分間ピアノとアコーディオン

の伴奏で披露し、なごやかな雰囲気で予選会はスムー

ズに行われ代表者25人が選ばれました。録画の15日に

は代表25人が自慢の「のど」を披露しました。会場には、

1000人程の観客がつめかけ、金子辰雄アナウンサーの

名司会のもとで、録画は順調に行われました。

麹　髪

、
驚
翻

　
鰍
騨
、

凸
湧
．

竃
凧　

鷹
、

　
滉
磨
ら

みんなですすめる交通安全

○一全国キャラバン隊

　8月25日（社）全国交通安全母の会連合会（内閣総理

大臣官房交通安全対策室委託事業）の主催による「み

んなですすめる交通安全」「全国キャラバン隊」が福島

県より県南の玄関口であるわが臼石市に到着1、ました。

白石市役所広場では、当市の交通安全母の会や関係者

が出迎え、総務長官のメ・・セージが市長に受け渡さ

れるなど交通安全普及のキャ1・ペーンが繰りひろげら

れました。白石中のブラスバンドもキャンペーン出迎

に一躍し、安全運動に花を添えました。

　　枷、’

モ　　　　　　　　　　　が

㌔鰍。　　　　響

親子でキャンプファイヤー

　　　　　　　　　C）一第二児童館

　第二児童館でこのほどにぎやかに親子キャンプファ

イヤーを行いました。3時～5時までは自二小校庭に

おいて親子で野外炊飯を行った後ジュニアリーダービ

ッキーズ（会長村岡歩くん白高2年）によるゲームな

どをみんなで繰りひろげ、7時からは児童100人や臼

荻会母親クラブ（大江洋子会長）やどんぐり母親クラ

ブ（永倉勝子会長）など約100人が参加したキャンプ

ファイヤーや花火大会をにぎやかに行い楽しい1日を

過ごしました。

．謡轟撫

㌧灘駿、・一爵　竃

醗藍．、齢、凝』論轡

サンパウロ市からようこそ！

○一里帰りの若生みつさん

　去る7月31日ブラジル国サンパウロ市に住む若生み

つさん（73歳）が50数年ぶりに自石の地を踏みま．した。

今回の里帰りは、（財）宮城県海外協会が県、市長会、

町村会などの援助を受けて実現させたものです。

　8月3日には、弟の山谷正夫さんと一緒に市役所を

訪問。市長をはじめ助役、収入役、教育長の出迎えを

受けた後、昔なつかしいふる里の思い出話に目を細め

ていました。懇談後は、自石う一めんの昧に舌つづみ

を打ち、ふる里の味を満喫しました。

若生さんは弟の山谷さん宅に15日間滞在の後、帰国

の途につきました。

ノ0



　
　
　
　
　
　
　
　
　
飾

。
◎
は

　
　
　
　
　
δ

早
起
き
野
球
チ

場民

　
八
月
二
十
二
日
白
石
市
営
球
場
で
行
わ
れ
た
県
早
起
き
野
球
大
会

に
お
い
て
地
元
白
石
ク
ラ
ブ
を
3
対
0
で
下
し
、
二
度
目
の
優
勝
を

成
し
遂
げ
た
白
石
ス
タ
ー
ズ
の
監
督
・
永
沼
宏
さ
ん
（
四
〇
歳
・
南

寺
前
V
匪
。

1、駆
瞭r編？銅』溺駅

．
》
T

辮
　
購縛

糊
、
、

　
糠

ぜ
．
寵

～

、1

　
い潅

感
転
　
〆

撫
監

、
。
齢

智

i
ム
を
率
い
る

白
石
ス
タ
ー
ズ
監
督

　
　
　
永
沼
宏
さ
ん

　
白
石
ス
タ
ー
ズ
と
い
え
ば
昨
年
の

二
哩
サ
ン
グ
リ
ー
ン
カ
ニ
7
割
を
制

覇
す
る
な
ど
、
数
々
の
輝
か
し
い
戦

績
を
も
つ
チ
ー
ム
で
す
。

　
た
く
ま
し
い
体
格
の
永
沼
さ
ん
は

二
十
入
の
ノ
ン
バ
ー
を
率
い
る
督
監

と
し
で
、
今
年
で
十
年
を
迎
．
泣
ま
す
。

”
早
起
き
は
三
文
の
徳
”
い
い
言
葉

で
す
ね
ー
。
な
ん
と
い
っ
て
も
「
健

康
づ
く
り
は
ス
ポ
ー
ツ
を
し
な
、
・
ち

ゃ
」
と
力
強
い
意
見
、
早
起
き
野
球

白
石
支
部
の
会
長
も
勤
め
て
い
る
。

「
試
台
前
日
に
な
る
と
、
早
起
き
野

球
の
プ
レ
ー
開
始
は
朝
五
時
半
な
の

で
、
寝
坊
を
し
な
い
よ
う
に
と
メ
ン
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬
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バ
ー
に
連
絡
を
と
る
の
が
一
番
大
事
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
趣

で
す
」
と
話
し
で
、
く
れ
ま
し
た
，
奥
趣

さ
ん
の
内
助
の
功
も
相
当
な
も
の
が
勘

あ
る
よ
う
で
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
魂

　
九
月
四
・
五
日
に
は
秋
田
市
で
開
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
娠

催
さ
れ
る
東
北
大
会
に
出
場
．
し
ま
す

ブ
リ
ー
シ
カ
ニ
ツ
も
確
実
に
駒
を
遥

め
て
い
る
と
の
二
と
て
す
、
今
後
の

ご
健
闘
を
お
祈
り
し
な
か
ら
取
樗
を

お
．
え
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
櫛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
卿

　
白
石
は
城
下
町
で
城
を
中
心
に

し
て
武
士
の
屋
敷
町
が
ぐ
る
り
と

取
り
巻
い
て
い
た
。
こ
れ
ら
武
家

町
を
家
中
町
と
呼
ん
で
い
た
。
仙

台
で
は
武
士
の
町
を
丁
、
町
人
や

職
人
の
住
む
と
こ
ろ
を
町
と
区
分

し
て
呼
ん
で
い
る
。
臼
石
で
は
と

く
に
区
別
は
な
い
が
小
路
と
か
丁

と
い
う
の
は
武
家
町
で
あ
る
。
市

役
所
・
病
院
の
附
近

一
帯
が
櫻
小
路
。
こ

れ
は
花
の
櫻
と
は
関

係
な
く
、
さ
く
は
狭

い
と
い
う
意
味
で
狭

い
通
り
の
こ
と
だ
ろ

う
。
東
小
路
へ
国
道

四
号
線
西
側
Y
南
小

路
（
中
学
校
北
の
前

通
り
）
・
西
小
路
（
福

岡
堂
形
の
南
北
通
り
）

・
北
小
路
（
市
民
会

館
南
側
の
通
り
）
は

か
大
工
町
と
も
い
っ
た
。
番
匠
の

匠
が
省
か
れ
て
番
丁
。
白
石
女
子

高
の
正
門
あ
た
り
か
ら
西
へ
延
び

る
通
り
が
馬
場
丁
・
城
の
馬
場
が

あ
っ
た
の
で
つ
い
た
が
、
今
は
馬

場
と
い
う
字
名
だ
け
が
の
こ
る
。

沢
端
川
に
沿
う
て
い
る
の
が
後
小

路
・
名
の
通
り
城
の
後
ろ
だ
か
ら
。

そ
の
北
に
あ
る
の
が
葛
西
町
。
二

　
　
　
　
　
こ
に
戦
国
末
期
葛
西

地名アレ，レ

　　　⑰
白石城下のさむらいの町

城
の
東
西
南
北
な
の
で
つ
い
た
、

病
院
北
側
の
調
練
場
へ
の
道
は
細

小
路
・
も
と
は
細
い
通
り
だ
っ
た
。

沢
端
と
新
町
と
の
間
が
外
北
小
路
・

北
小
路
の
さ
ら
に
北
に
あ
る
の
で

つ
い
た
。
外
北
小
路
か
ら
西
へ
伸

び
る
通
り
が
番
丁
。
江
戸
時
代
初

期
は
番
匠
〔
大
工
な
ど
職
人
）
か

多
く
住
ん
で
い
た
の
で
番
匠
丁
と

長
三
郎
（
仙
北
の
戦

国
大
名
葛
西
晴
信
の

一
族
）
の
屋
敷
が
あ

っ
た
の
で
つ
い
た
と

い
う
。
町
の
真
ん
中

を
流
れ
る
川
に
沿
う

た
通
り
が
沢
端
丁
で

片
倉
氏
が
来
る
前
は

さ
ば
丁
と
い
っ
た
。

支
禄
年
間
白
石
城
主

蒲
生
氏
が
つ
け
た
名

ら
し
い
。
蒲
生
氏
の

ゆ一一ひ

前
住
地
伊
勢
の
松
阪
地
方
で
は
砂

礫
地
を
ぎ
ゅ
と
い
う
と
こ
か
ら
、

沢
端
川
は
当
時
両
岸
砂
や
目
瓦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
剛

が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
い
た
た
め
つ
い

た
の
だ
ろ
う
。
城
の
南
の
山
裾
の

通
り
が
寺
小
路
、
常
林
寺
・
文
珠

院
（
廃
寺
）
・
清
林
寺
・
竜
渕
寺
（
廃

寺
Y
傑
山
寺
が
な
ら
ん
で
い
た
．
）

　
　
　
　
　
（
市
史
編
さ
ん
室
）

砂1伽画伊ψ・姻』幽曲甑騨ゆゆ・一鹸ゆゆ・か　　　　　　　　漁P■炉　　　　　　曲　　　　　弧’』炉　　　‘β零一　　雌・　∋留晶四⑩・師

12

イ
ド
ル

　　　　　　　　　　　　　　　ア
　　　　　　　　　　　あ
　　　　　　　家　　　がわ

圃

・
観

雇

田切　弘秋ちゃん（福岡蔵本）

　俊弘さん、みよこさん璽長男

　ママからひとこと

　“元気で外や野原で男らしく眉
びはねてほしい。Zノ

わ
た
し
の
ウ

「
花
」

　
　
　
　
近
藤
さ
ち
子
（
白
二
小
六
年
）

拶
徽．、

凝
．
ぎ
嘉

　蔽厩

趨
猟

黙

暫
　つ

峯曽

癖勿

》

潔

’
ご
「
凄
級

響鰹

灘
聯

・
陰

正
裕
（
大
鷹
沢
小
二
年
）

蔓
5
鶴
駄

　　　市
歌

曹民壇

〔
投
句
さ
れ
る
方
へ
〕
　
　
　
　
　
名
を
明
記
の
う
え
市
総
務
課
広
報

毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
　
係
（
白
石
市
桜
小
路
三
五
）
へ
。

封
書
ま
た
は
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
　
短
歌
・
俳
句
の
併
記
は
不
可
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
葉
の
先
に
す
る
ど
き
と
げ
を
付
け
た
れ
ど
竜
舌
蘭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
は
愛
ら
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
和
歌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
家
族
た
り
し
遠
き
日
偲
び
つ
つ
古
き
家
計
簿
身
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌
み
て
読
む
　
　
　
　
　
　
　
　
柴
田
ひ
ろ
せ

川
股
兵
三
選

紙
切
れ
と
ペ
ン
を
農
良
着
に
し
の
ば
せ
て
三
十
一
文

宇
を
綴
る
は
た
の
し
　
　
　
　
　
　
山
田
　
　
濱

桑
の
実
を
採
り
て
く
れ
た
る
幼
き
日
君
征
き
し
ま
ま

季
節
め
ぐ
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
江

朝
霧
は
麓
よ
り
舞
れ
て
山
畑
に
袋
破
り
し
桃
の
紅
冴

ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
斐
　
邦
男

霧
雨
に
煙
る
裾
野
に
ほ
と
と
ぎ
す
姿
な
き
ま
ま
声
遠

の
き
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
古
城
慎
太
郎

ま
た
た
び
の
白
葉
光
に
綾
な
し
て
み
ど
り
の
木
原
か

く
も
美
く
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
千
代
子

ひ
そ
や
か
に
木
洩
れ
陽
う
け
て
花
つ
け
し
見
知
ら
ぬ

草
に
そ
っ
と
ふ
れ
み
る
　
　
　
　
阿
部
み
さ
子

屋
根
に
来
て
鳴
き
つ
つ
尾
を
振
る
鶴
鴇
の
姿
を
し
ば

し
吾
は
眺
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
省
三

反
応
の
な
き
病
人
に
看
護
婦
は
児
を
あ
や
す
ご
と
食

事
あ
た
え
り
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
歌
子

去
年
の
秋
友
が
給
い
し
鷺
草
の
花
芽
日
毎
に
数
を
増

し
ゅ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
藤
　
か
つ

み
ち
の
く
の
人
み
な
待
ち
し
開
業
を
新
幹
線
に
期
待

寄
せ
を
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

忙
し
く
思
ふ
こ
と
も
な
く
暮
し
た
る
遠
き
か
の
日
を

忘
れ
ず
と
思
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

み
ど
り
濃
き
山
あ
い
に
見
ゆ
栗
の
木
の
花
は
白
々
と

車
窓
に
見
ゆ
る
　
　
　
　
　
　
　
高
子
　
右
子

庭
先
に
群
れ
な
し
晦
る
小
鳥
ら
を
子
と
息
と
め
て
し

ば
し
見
入
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
八
木
沢
す
ず
子

※
九
月
例
会
は
都
合
に
よ
り
休
み
ま
す
。

個

壇

鈴
木
貞
二
選

結
納
の
き
ま
る
よ
ろ
こ
び
枇
杷
熟
る
る

新
し
き
夏
座
布
団
の
お
ち
つ
か
ず

軒
下
の
仔
燕
巣
立
ち
今
朝
も
二
羽

一
人
居
の
静
か
な
夜
や
蛙
な
く

涼
風
に
添
寝
す
る
娘
の
眠
り
を
り

し
な
や
か
に
風
に
ゆ
だ
ね
し
若
楓

雨
に
漏
れ
咲
く
紫
陽
花
に
風
情
あ
り

老
ど
ち
の
長
井
の
旅
に
あ
や
め
咲
く

枝
お
ろ
す
人
に
三
時
の
西
瓜
切
る

紫
陽
花
の
咲
く
夕
暮
に
立
話

籐
椅
子
に
か
け
ゐ
る
人
の
は
や
寝
入
り
佐
藤

ふ
く
よ
か
に
闇
に
匂
ふ
や
朴
の
花

蝸
牛
孫
の
話
の
長
々
と

露
に
ぬ
れ
白
き
く
ち
な
し
匂
ふ
な
り

郭
公
の
声
し
き
り
な
り
谷
深
く

※
九
月
例
会
は
二
十
六
日
㈲
十
二
時
三
十
分
よ
り
中

央
公
民
館
で
行
い
ま
す
。

青
木
　
良
子

大
庭
　
良
子

日
下
　
佐
七

阿
部
み
さ
子

草
野
　
美
沙

鈴
木
　
民
子

太
田
　
敏
子

鈴
木
と
み
じ

高
橋
和
歌
子

佐
藤
　
歌
子

　
　
　
善
夫

佐
藤
　
周
子

久
須
見
南
斗

高
子
　
　
橘

川
村
　
静
江
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■宮城県白石農業

　　　文化センター開放講座

　宮城県臼石農業改良普及所と県

教育委員会では生涯教育の充実と

多様な学習要求に応えるために、白

石農業文化センターを開放し、ふる

さとの産業と文化についての広域

的学習講座を次により継続的に開

設いたしますのでご参加ください。

》開催場所　白石市福岡長袋字陣

　場ケ丘12の1　宮城県白石農業

　文化センター（白石農業改良普

　及所）

＞対象　自石刈田地域住民50人

レ受講料　無料

〉申込み　受講希望者は住復はが

　きで住所〒9的一〇2　白石市福

　岡長袋字陣場ケ丘12の1白石農

　業改良普及所宛9月5日までに

　申込みください。（電話でも可、

　費02242－5－2825）。

※定員を超えた場合は締切らせて

頂きますのでご了承ください。学

習内容、時期は次のとおりです。

時　　期

　　　　午前
9月17日
　　　　午後

　　　　午前
10月27日
　　　　午後

　　　　午前
11月17日
　　　　午後

　　　　午前
12月中旬
　　　　午後

　　　　午前
1月中旬
　　　　午後

学 習　　内　　容

○開講式　　生涯教育について

○郷土の産業と文化

○蔵王山麓の酪農を見る

O畜産物の利用と健康（兼チーズ工場見学）

○市場の流通と消費

○家庭菜園を考える

○生きがいのある地域と家庭を考える

Oむらづくりの事例を紹介

○食糧事情と地域農業を考える

○閉講式

講 頭自 名

宮城県社会教育課係員

宮城県指導農業士会長 小関寿雄氏

　
問

　
顧

田
術

　
技

円
一

　
タ

丁
ン

岡
セ

　
ヒ

王
謝

　
農

蔵
酪

小島　伊三氏

樋口　利秋氏

宮城県経済連営農対策課長　　　手塚　乙彦氏

宮城県白石農業改良普及所技術主査清野　隆蔵氏

N　H　K視聴覚センター主査

宮城県白石農業改良普及所長

橋本京子氏

佐藤正二氏

宮城県農政部長 萱場喜代志氏

注　1．開講式は午前10時より　2，平日は午前9時30分より午後4時30分まで　3．閉講式は午後2時より　4．昼食は各自持参下さい。

結核予防週間

9月24日～30日

　患者数7万、死者6千　　1年間。

いまさら結核なんて……そう、お思い

の方に知っていただきたいのが、この
数宇：です。

　わが国の結核患者は、予防対策の強

化、治療法の進歩などにより減ってき

ていますが、まだ多くの人たちが結核

にかかっています。

　市では8月26日から9月30日まで結
核健康診断を実施しますので、この機

会にぜひ受診してください。

こくちばん

ん
、・． 『

，
髭

環
境
衛
生
週
間
匙
軽
裂
艶
縷
踏
猷

　
　
9
月
2
1
日
～
2
7
日
と
な
る
ネ
ズ
ミ
や
パ
エ
・
ゴ

　
生
活
の
向
上
に
つ
れ
て
、
　
キ
ブ
リ
な
ど
の
発
生
と
無
関

家
庭
や
企
業
な
ど
か
ら
出
さ
　
係
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
考
え

れ
る
ご
み
の
量
は
増
大
し
て
　
よ
う
！
み
ん
な
で
な
く
そ
う
、

い
ま
す
。
ま
た
、
ご
み
の
種
　
む
だ
な
ご
み
。
み
な
さ
ん
と

類
も
増
え
、
燃
や
す
と
有
毒
　
と
も
に
、
ご
み
の
処
理
な
ど

な
ガ
ス
を
出
す
も
の
な
ど
も
　
に
つ
い
て
考
え
、
快
適
な
生

出
て
き
ま
し
た
か
ら
、
捨
て
　
活
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い

れ
ば
い
い
、
燃
や
せ
ば
い
い
　
こ
う
と
い
う
の
が
、
9
月
2
1

　
　
と
単
純
に
考
え
ら
れ
な
　
日
か
ら
始
ま
る
「
環
境
衛
生

く
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
週
間
」
で
す
。
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ご協力ください

就業構造基本調査…10月1日
　10月1日を中心として、全国で「就

業構造基本調査」が行われます。調査

の対象となったご家庭には調査員が伺

いますので、ご協力をお願いします。

　この調査はこれまでほぼ3年ごとに

行われており、皆さんの仕事の内容や

仕事に対する意識などについてお尋ね

するものです。調査で得られたデータ

は、国や地方の雇用に関する政策をは

じめ、皆さんの生活にかかわる政策の

ための基礎資料として活用されます。

　なお、調査員をはじめ調査関係者が、

調査で知った個人や世帯の秘密を漏ら

すことは法律で禁じられています。ま

た、調査票は大勢の人のものを合せて

集計され、統計として利用されます。

このため、秘密は完金に守られますか

ら、ありのままを調査票に記入してく

ださるようお願いします。

鴫
＄
蒙
巽
馴
．
窮
誕

畑
圏
悶
薄
ぎ
甕
旨
び
㎏

公民館だより
圃初級ジュニアリーダー

　　　養成研修会から

　去る8月11日～13日の三日間白

石市教育委員会、白石市子ども会

育成会連合会、自石市中央公民館

の主催で、子ども会活動の直接的、

中核的指導推進者として大きな役

割を果しているジュニアリーダー

の研修会が、中央公民館を会場に

市内中学隼咀名の参加者を対象に

行なわれまtた。以下はその研修

生の感想文です。来年度も同研修

会を開催する予定ですので、ぜひ

参力口しましょう。

＜白石中2年　小野真由美さん＞

　これまでの3日間、中央公民館で

学んだりして過したことはどれも

楽しくてもう一晩泊っていきたい

気分でした。特に楽しかったのは

家庭バレーボール、キャンドルサ

ービスが印象に残って良い思い出

になると思います。そして今回習

った事を多いに役立てていきたい

と思います。

く白石中2年　佐久問英雄くん＞

　3日間調理の実習やテントの張

り方ゲームの指導法等充実した生

活ができた。この経験を生かして

実際にジュニアリーダーとして活

動してみたくなった。三日問本当

に楽しかった。

〈南中1年　　太斉　彰浩くん＞

　この研修に来てとても楽しかっ

たことはゲームと野外すいはんで

す、野外すいはんはあまりうまく

★白石地区敬老会は市民会館で9月10日開催します★
　広報しろいし8月号に掲載いたしました白石地区敬老会の開催場所は中

央公民館とありましたが市民会館に変更いたしますのでご周知願います。

できなかったけれどおいしかった。

それからここで覚えたゲームは地

域に帰って生かしたいと思います。

とてもためになる研修だった。

く大鷹沢中2年島貫栄子さん＞

　この3日間みんなと友達になれ

てすごく楽しかったです。はじめ

はすごく心細かったけど今はなん

かみんなと別れるのが悲しいです。

印象に残ったのはバレーボールで

す、みんなで力を合わせたという

よりも「おまえが悪いんだ」なん

て言ったりしてふざけたりしまし

た。4班は何をやるのも遅かった

けれども楽しい班でした。

＜福岡中1年　大野　和幸くん＞

　はじめは不安だったが各中学校

の入たちとすぐ仲良くなり不安は

消えていったし、いろいろな活動

がみんなについていけるかなども

心配でしたが、あまりむずかしく

なかったのが良かった。これも先

生方の指導のおかげでした。ジュ

ニアリーダーの研修に参加して良

かったと思います。

　　　　　　　　鶴

　　　　　　　　　　　幽

し藤

ノ

〈小原中2年高橋義典くん＞

　三日間でいろいろ学ぶことがで

きました。ジュニアリーダーとして

これからも役立てていきたい。お

世話になった先生もほんとうに優

しくてとても良い思い出になりま

した。これからはジュニアリーダー

として地区のために役立てたい。

く白川中2年大野明美さん〉

　一日目はなんとなくいやで早く

帰りたかったのですが、二日目か

らは、素晴しい人達にめぐりあえ

て良かったです。それから映画な

どでジュニアリーダーの役割など

が理解できました。忘れずに頭に

入れて、これからのために役立て

たいと思います。本当にジュニア

リーダーとは大切なんだなと感じ

ました。私は、これから良き指導

者となっていきたいと思います。

最後に三日間いろいろお世話にな

ったみなさま本当にありがとうご

ざいました。

※ジュニアリーダーについては中

　央公民館智4－5377までどうぞ。
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国民年金）
　「つなぐ・つなかる」年金制度

一各種年金制度は通算されます一

　国民年金制度が発足したことに

よって、日本に住む人はみな、い

ずれかの公的年金制度で網の目に

カバーされ、豊かな老後を迎える

ことができるようになりました。

しかし、会社を退職して農業を営

んだり、商店を経営するなど何度

か職種を変えた中には、そのつど

年金制度に加入していても別々に

みると加入期間が短いために、老

齢（退職）年金に結びつかない場合

があります。このようなときは、

各公的年金制度の加入期間を合計

して一定年数以上あれば、それぞ

れの制度から、その加入期間に応

じた通算老齢（退職）年金が受け

られます。

　通算の対象となる年金制度は、

「公的年金制度」と呼ばれている

次の八つの制度です。

①国民年金②厚生年金保険③船員

保険④国家公務員共済組合⑤地方

公務員等共済組合⑥公共企業体職

員等共済組合⑦私立学校教職員共

済組合⑧農林漁業団体職員共済組

合、・支給を受ける条件は、保険料

を納めた期間（または免除期間）

が1年以上あり、老齢（退職）年

金を受けるのに必要な期聞を満た

していない方が、次のいずれかに

該当したときです。

①国民年金と他の公的年金の通算

　対象期間を合計した期間が25

　年以上あること。

②薗民年金以外の他の公的年金の

　通算対象期間を合計した期間が、

　20年以上あること。

③国民年金以外の他の制度から老

　齢（退職）年金、または恩給を

　受けることができること。

　なお、もっとくわしいことをお

知りになりたい方は、市役所市民

課国民年金係におたずねください。

躍逗騰）
　刈田病院の診療は停電のため検

査の一部かできなくなります

　来る10月2日は東北電力株式会

社の配電線かけ替え工事のため次

のとおり停電になります。それに

伴い刈田病院ではX線など検査の

一部ができない場合がありますの

でお知らせいたします。

レ停電月日　10月2日仕）

〉停電時間　午前10時より午後4

　時まで（当日は土曜日ですので

　刈田病院は午前診療です。）

※10月2日の作業停電地区は刈田

病院から田町かどまでの一部とな

りますので作業停電にご協力願い

ます。

圃市職員募集（初級職）

　昭和58年4月に採用する白石市

職員の採用試験を次の要綱に基づ

き行います。

〉職種と採用予定人員

○初級～事務（男）若干名・事務

　　（女）若干名・タイピスト1名

＞受験資格

　昭和34年4月2日から、昭和40

　年4月1日までに生れた者。

　タイピストについては、その資

　格を有する者。

〉第1次試験日

　昭和57年11月7日（日）

〉試験会場

　白石市役所（大会議室）

※第2次試験は、第1次試験合格

　者のみ行います。

〉受験手続

11）受験申込み～申込み用紙は、市

　役所秘書企画課人事係に用意さ

　れた用紙を使用し、所要事項を

　記入して提出してください。

（2）申込受付期間～昭和57年9月27

　日～10月9日（土）まで。なお、郵

　送の場合は、それぞれ最終日の

　消印有効。

（3）申込受付時間～平日は午前8時

　30分から午後5時まで（土曜日

　は正午まで）。

〉その他

（1）受験手続その他受験に関する問

　い合わせは、白石市字桜小路35

　白石市役所秘書企画課人事係

　／内線326）までどうぞ。

（2）受験申込用紙の請求・受験に関

　する問い合せなどを郵便で行う

　場合は、あて先明記の返信用封

　筒（60円切手貼付）同封のこと。

今月は固定資産税

第3期分の納期です
9月30日まで納めましょう

騨

ミ

働

稗

■東北大学開放講座

　東北大学では、10月から放送を

通じて犬学開放講座を県内のみな

さんにお届けします。

〔ラジオ講座〉東北放送〕

◇王朝の歌と人一古今から新古今

　ヘー（13回）

　10月8日から毎金曜日午後8時

　15分より，，「

　少年期（13回）

　10月3日から毎日曜日午前6時

　15分より，、

〔テレビ講座［＞東北放送〕

◇数学への招侍一その思想と技術

　一（13回）

　10月2日から毎土曜日午前7時

　より，

◇宇宙を探る（13回）

　10月2日から毎土曜日午後11時

　35分より。

一受講生募集一

　受講生のみなさんにはテキスト

をおわけし、スクーリングもおこ

ないます。

〉定員　各講座100名ずつ

〉応募条件　①高卒以上、または

　これに準ずる方ならどなたでも。

　②テキスト教材費として実費を

　納入のこと（2千円前後の予定）

レ重複受講　4つの講座を同時に

　受講することはできませんが、

　テレビ講座、ラジオ講座それぞ

　れ1つずつを重複して受講する

　ことができます。

〉申込方法　希望する講座名を明

　記して、簡単な履歴書1通に70

　円切手を同封のうえお申し込み

　ください（9月16日まで）。

＜あて先・間い合わせ先＞

〒980仙台市川内　東北大学教育

開放センター　各仙台22－1SOO

内線2641または63－6430（直通）。

■シェイプアップ体操

　　　　　　受講生募集

　働1婦人の家では4日間にわだ

り美と健康をめざすシェイブアソ

プ体操の受講生を募集いたします

のでふるってご参加ください。

〉期目　9月19日、10月3日、10

　月17日、11月7日いずれも午前

　10時～12時まで実施。

レ場所　働く婦入の家

レ講師　平間紀美子先生

レ募集人員　30人

レ内容　美と健康をめざす体操の

　型づくりであるシェfブアップ

　体操を行います。服装は軽装で

　ご参加ください。

〉申込み　9月13日1月）まで働く婦

　八．の家豊5－5095■＼お匠旨し

　込みください。

■手芸講座受講生募隻

　働く婦人の家では次により手芸

講座を開講いたしますのでふるっ

てご参加ください。

レ期日　　9月19日、10月3日

　午前9時30分～午後2時まで

＞場所　働く婦人の家

レ受講料　無料（教材費実費）

〉講師　小野ひろ先生

＞募集人員　30人

〉内容　レザークラフトによる①

　ペンケース②ガマロの制作。

〉持参するもの　はさみ、ボロ布

レ申込み　9月13日（月ぽで働く婦

　人の家智5－5095へお申し
　込みください。

■婦人の健康セミナー受講生募集

　とかく夏の終りから秋口にかけ

て身体の不調を訴える方が大勢お

られるようですが、日ごろの健康

管理はどのようにして1、ぼすか。

　働きがいのある職場、幸せな家

庭づくりには健康が一番です。あ

なたのちょっとした心づかい、健

康に対する知識があなたとあなた

の家族の健康を守ります。

　このような健康管理に関するセ

ミナーを次のとおり開催しますの

で、みなさまお誘いあわせの上受

講してください。

レ期日　9月28日（火）午後6時30分

　～8時

レ場所　働く婦人の家（入場無料）

＞講師　宮城県心臓血管予防協会

　附属診療所長　楠元雅子氏

〉テーマ　　「婦人の健康管理」

　一あなたが守る家族の健康一

》主催　白石市働く婦人の家、宮

　城県、宮城婦人少年室、宮城県

　労働協会。

》申込み　9月25邸土ぽで働く婦

　への家暦5－5095へお申し
　込みください。

■文化財めぐり

　教育委員会では白石・刈田地方

に昔から残る多くの仏像や文化財

を見て歩く札所めぐりを行います

のでふるってご参加ください。

〉期日　9月17日㈲雨天決行

〉集合場所・時間　市役所前8時

　20分集合

〉募集人員　30人（定員になり

　次第締め切ります。）

〉参加料　1人700円（昼食など）

》見学場所　斗蔵山・高蔵寺など

〉申込み　教育委員会社会教育課

　（内線411）へ9月11日までお

　申し込みください。

在宅栄養士研修会のお知らせ

　近年、地域での健康づくり活動

において栄養士の果す役割が大き

くなっております。そこで県では

栄養士の資格を有して家庭にいる

方々を対象に健康教育、栄養指導

に関する研修を計画しております。

自石市内に居住している方でご希

望の方は次により9月末日まで仙

南保健所自石支所あてご連絡くだ

さい。

＞連絡事項　①氏名②注所③電話

　番号④年齢

レ連絡方法　ハガキまたは電話

レ連絡先（住所）〒989－02白石

　市字桜小路9－1　費5－2108

※なお研修会の開催予定は10月以

降3月までで、詳細については連

絡された方々へ通知します。
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車惣テ鷺蒸
　　　　一　！潔

　ひと休み運動

　8月13日国道4号線県境越河地
区において「ひと休み運動」が行

われました。　ドライバーには乳酸

飲料やシートベルト着用推進のチ

ラシなどを配り、安全運転を呼びか

廿ました。地区安全協会白石支部、

越河支部、交通安全母の会の主催。

　　　　　　　蹴　　　　　　　1

休日急患当番医
月　日

9／5
12

15

19

23

26

内 科

加藤（司）医院（5）2001

引地医院（5）2036

柿崎医院（5）2210

亘理医院（5）8501

大沼医院（5）2502

広瀬医院（5）0238

外 科

刈田病院（5）2145

朝倉病院（5）2101

銭谷医院（5）2010

宮城医院（5）2062

加藤（大）医院（5）4701

刈田病院（5）2145

※都合により変更になる場合もあります。

目ホ 談

　　　　　　　　　　　、

、ノ　メ嚢
　　　　』タザ試q

　　雪幅　　　　　晴諭廻
　夏休み親と子のクッキング講座

　去る8月9日働く婦人の家で夏

休み親と子のクッキング教室が行

われました。講座には親子30人が

参加し、約2時間手づくりお菓子

「オレンジババロア」ほか3種類

に挑戦、それぞれの力作は味もな

かなか……、すべては胃の中に…。

　道路をまもる月間

　8月12日、一日土木事務所長に
当市のシンボル「こけし娘」の斎藤

千佳子さんが委嘱されました。市

内の清掃現場などを視察後、白石

駅前広場に開設された土木行政相

談コーナーでは市民からの道路相

談に応対していました。

相談区分

人権擁護

目季 昌
一
配

fテ政木目言炎

生活相談

者
介

　
刀
唱

瓜
P
糸

歯
業

高
職

社会保険

相　　談

税務相談

消費生活

目季 火
火

補聴器
巡　　　回

サービス

婦人相談

無料法律
相　　談

相談日

16

16

16

6・25

14

16

16

　　16

毎週月・火・

　水・木・金

リオン9・24

トリォ　7

ニホン　24

16

16

時　間

10100～

　！5：00

10：00～

　15：00

10100～

　15：00

10：00～

　12：00

！0：00～

　14：00

9：30～

　15：00

10：00～

　16：00

10：00～

　15：00

13100～

　14：00
11：00～

　12：00

10：00～

　12：00

10：00～

　15100

10：00～

　15：00

場　　所

臼石市役所

2階相談室

全 上

全 上

健康センター

2階相談室

健康センター

2階相談室

臼石市役所

3階相談室

白石市役所

1　　　階
市民相談室

白石市役所

1階消費
生活相談室

福祉事務所

市民会館

自石市役所

白石市役所

内 容

結婚、離婚、遺産相
糸売、f昔士也f昔家、雇｛庸、

差別待遇問題等

国や県、市など役所
の行う仕事について
困っていることや希
望等

市民の日常の生活上

の困りごと

60歳以上の方の職業

斡旋

健康保険、船員保険、

厚生年金など

税金などに関する

こと

買物苦情、消費生活

一般

補聴器の修理、調整

など

家庭内の人間関係や

異性との問題等で悩

んでいる女性の方

法律についての困り

ごと
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